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解
題

　

数
年
前
に
佐
賀
県
唐
津
市
西
海
洞
書
店
か
ら
一
冊
の
写
本
を
入
手
し
た
。

巻
頭
の
三
丁
に
は
算
術
が
書
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
一
紙
を
挟
ん
で
五
丁

表
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
（
句
読
点
を
私
に
付
し
た
）。

　
　
　

来
申
九
月
、
大
詢
院
様
五
十
回
御
忌
被
為
当
候
処
、
就
君
様
思
召

之
旨
被
為
在
、
於
京
都
者
当
末
九
月
御
取
越
御
法
事
御
執
行
被
仰
付
、

和
歌
御
勧
進
、
御
家
中
志
有
之
面
々
ニ
も
奉
悼
之
歌
差
上
候
様
、
被

仰
付
候
歌
。

　
　
　

但
、
御
題
者
不
被
下
、
懐
旧
ニ
秋
之
心
を
よ
せ
詠
候
様
、
被
仰
付

候
。

　
「
大
詢
院
」
は
、
肥
後
熊
本
藩
第
七
代
藩
主
細
川
治は
る

年と
し

（
一
七
五
八

－

一
七
八
七
）
で
あ
る
。
治
年
は
宝
暦
八
年
四
月
に
細
川
重し
げ

賢か
た

の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。
天
明
五
年
に
藩
主
と
な
り
、
父
重
賢
ら
が
推
進
し
た
「
宝

暦
の
改
革
」
を
引
き
継
ぐ
も
、
同
七
年
九
月
十
六
日
、
三
十
歳
で
夭
逝
し

た
。
右
の
記
述
に
は
、
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
こ
と
が
語
ら
れ
る
。

　

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
九
月
に
京
都
に
お
い
て
大
詢
院
こ
と
治
年
の

五
十
回
忌
の
追
善
供
養
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
取
り
仕
切
っ
た
の
は
、

「
就
君
」
す
な
は
ち
治
年
の
二
女
、
久
我
通
明
室
、
美
子
（
一
七
八
七

－

一
八
四
七
）
で
あ
っ
た
が
、
彼
女
の
発
案
に
よ
り
、
家
中
た
ち
が
追
悼
歌

を
献
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
但
し
、
こ
の
度
は
御
題
は
出
さ
れ
ず
、
懐
旧

に
秋
の
心
を
重
ね
て
詠
じ
る
よ
う
に
と
の
仰
せ
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
よ

う
に
詠
進
し
た
。

　

本
書
に
は
、
右
の
記
述
の
後
、
六
丁
表
か
ら
追
悼
歌
と
し
て
献
じ
ら
れ

た
五
十
首
が
記
さ
れ
て
い
る
。
熊
本
藩
士
本
間
素
当
の『
本
間
素
当
歌
集
』

雑
部
に
も
、
次
の
歌
が
確
認
さ
れ
る（
１
）。

　
　
　
　

大
詢
院
君
の
か
く
れ
さ
せ
給
ひ
て
、
こ
む
と
し
の
九
月
十
六
日

五
十
回
に
あ
た
り
た
ま
ひ
け
る
を
、
就
君
御
方
よ
り
、
あ
ら
か

じ
め
秋
に
懐
旧
の
こ
ゝ
ろ
を
よ
せ
て
う
た
つ
く
れ
と
仰
ご
と
あ

り
け
れ
ば
、
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
る

　
　

五
十
年
の
秋
も
へ
に
け
り
み
め
ぐ
み
の
あ
ま
れ
る
露
を
袖
に
か
け

つ
ゝ

大
詢
院
五
十
回
忌
追
悼
五
十
首

―
―
翻
字
と
解
題
―
―

日
　
高
　
愛
　
子
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こ
の
歌
は
追
悼
五
十
首
の
二
番
目
に
配
さ
れ
て
お
り
、
詞
書
の
内
容
も
右

の
記
述
と
一
致
す
る
。

　

追
悼
五
十
首
の
巻
頭
歌
は
、
岩
崎
平
四
郎
の
詠
で
あ
る
。
藩
士
と
し
て

水
前
寺
蝋
締
所
御
用
掛
な
ど
務
め
た
よ
う
だ
が
、
文
化
的
な
側
面
に
つ
い

て
は
未
詳
で
あ
る
。
以
下
、
五
十
首
に
名
を
連
ね
る
主
要
な
人
物
に
つ
い

て
、『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』（２
）な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
み
て
い
き
た
い
。

　

先
に
触
れ
た
本
間
素
当
は
、
江
戸
で
橘
千
蔭
門
の
一
ひ
と
つ
や
な
ぎ

柳
千ち

古ふ
る

に
歌
道

を
学
び
、
国
学
を
熊
本
の
長
瀬
真ま

幸さ
き

に
学
ん
だ（
３
）。『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』

に
引
か
れ
る
『
千
代
の
し
る
べ
』
跋
に
は
、

　
　

江
戸
の
館
に
出
て
、
仕
の
道
に
勤
し
み
け
る
が
、
素
よ
り
神
の
道
を

尊
み
、
大
和
必
雄
雄
し
き
人
に
て
、
其
仕
の
旁
、
一
柳
千
古
翁
の
門

を
立
な
ら
し
、
其
の
事
共
論
ら
ひ
、
は
た
歌
の
道
に
さ
へ
秀
で
ら
れ

し
も
、
そ
は
知
る
人
ぞ
知
る
、
大
方
の
人
は
聞
も
及
ば
ざ
り
け
ん
か

し
。

と
あ
る
。
歌
道
に
明
る
く
、
自
撰
家
集
の
ほ
か
、『
新に
い

学ま
な
び

考こ
う

加か

難な
ん

』『
千

代
の
し
る
べ
』『
後
の
歌
話
』
な
ど
和
歌
に
関
す
る
著
述
も
少
な
く
な
い（
４
）。

ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
に
は
、
素
当
と
中
島
広
足
（
春
臣
）
の
詠
を
真

幸
が
判
じ
た
『
二
十
番
歌
合
』（
宇
野
東
風
写
）
が
あ
る
が
、
素
当
は
広

足
と
親
友
で
あ
っ
た
。
先
の
『
千
代
の
し
る
べ
』
跋
に
は
次
の
よ
う
に
あ

る
。

　
　

大
人
と
同
じ
時
に
、
中
島
広
足
翁
あ
り
。
翁
の
歌
に
あ
や
し
く
妙
な

る
こ
と
は
、
世
に
知
ら
ぬ
人
な
し
。
さ
れ
ど
、
彼
人
丸
は
赤
人
が
上

に
立
ん
こ
と
難
く
、
赤
人
は
人
麿
が
下
に
立
つ
ん
こ
と
難
し
と
云
へ

る
。
今
大
人
と
中
島
翁
と
に
、
当
て
よ
き
沙
汰
な
り
と
こ
そ
思
ひ
玉

ふ
れ
。
其
の
委
し
き
こ
と
は
、
奥
に
書
添
た
る
大
人
と
中
島
翁
と
の

問
答
を
見
て
、
よ
く
〳
〵
さ
と
り
ね
か
し
。

素
当
と
広
足
を
、
柿
本
人
麻
呂
と
山
上
憶
良
に
例
え
る
よ
う
に
、
彼
ら
は

熊
本
を
代
表
す
る
歌
人
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
い
う
「
大
人
と
中
島
翁
と
の

問
答
」
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
些
か
冗
長
に
な
る
が
、
引
用

し
た
い
。

　
　
　

或
時
大
人
、
中
島
広
足
翁
に
向
ひ
て
、
翁
の
よ
み
歌
は
、
珍
し
く

雅
み
や
び
や

か
に
し
て
、
大
方
の
人
は
、
か
け
て
も
及
ぶ
ま
じ
き
な
り
、
歌

の
様
を
物
に
譬
へ
な
ば
、
若
き
男
の
浴
衣
に
、
縮
の
す
ご
き
帯
を
し

て
、
雪
駄
ふ
み
た
ら
ん
が
如
し
。
い
か
に
も
今
め
き
た
る
様
、
め
で

た
し
と
も
め
で
た
し
、
余
が
歌
は
愚
か
な
れ
ど
、
打
ふ
る
め
き
た
る

公
卿
の
、
片
山
里
に
こ
も
り
居
て
、
あ
や
し
く
く
づ
を
れ
た
る
軒
に
、

や
れ
た
る
簾
を
か
け
、
衣
冠
正
し
く
端
坐
し
た
ら
ん
や
う
な
り
。
世

に
あ
は
ず
と
も
、
体
は
く
だ
か
じ
と
こ
そ
思
ひ
玉
ふ
れ
と
あ
れ
ば
、

翁
曰
、
げ
に
宣
へ
る
ご
と
、
大
人
の
歌
は
、
調
を
ゝ
し
く
た
け
高
く
、

吾
師
一
柳
翁
の
歌
さ
ま
を
、
よ
く
会
得
し
た
ま
へ
り
。
余
も
其
の
理

を
知
ら
ぬ
に
は
あ
ら
ね
ど
も
、
大
人
は
君
に
仕
へ
て
、
俸
禄
数
多
給

は
り
、
顧
み
て
何
足
ら
ぬ
こ
と
な
け
れ
ば
、
心
の
侭
に
こ
そ
歌
も
よ

み
出
玉
は
め
。
余
は
身
に
露
程
の
俸
禄
な
く
、
歌
を
も
て
世
を
渡
る

も
の
、
い
か
で
か
世
に
あ
ふ
こ
と
を
勉
め
ざ
る
べ
け
ん
。
さ
れ
ば
こ

そ
、

　
　
　
　

あ
げ
ま
き
か
打
お
と
し
た
る
水
の
上
を
し
ば
し
流
れ
て
飛
ぶ
蛍
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か
な

　
　
　
　

時
鳥
二
声
三
声
名
の
ら
せ
む
夜
深
き
夢
の
さ
め
ず
顔
し
て

　
　

や
う
の
歌
を
も
よ
み
出
け
れ
。
さ
れ
ど
全
の
本
意
に
は
非
ず
。

　
　
　
　

鳴
か
は
す
野
辺
の
き
ゞ
す
の
声
の
中
に
今
日
も
す
み
れ
を
摘
く

ら
し
け
り

　
　
　
　

山
吹
の
花
の
盛
に
成
に
け
り
井
手
の
玉
水
く
ま
ず
も
あ
ら
な
む

　
　
　
　

富
士
の
根
は
あ
け
行
雲
の
色
み
え
て
ま
た
月
高
し
さ
よ
の
中
山

　
　

か
や
う
の
歌
を
こ
そ
、
本
意
の
歌
と
は
思
ひ
玉
へ
。
さ
れ
ば
深
く
な

尤
め
玉
ひ
そ
と
、
わ
び
し
げ
に
答
へ
玉
へ
り
と
、
故
田
代
正
足
翁
の

話
な
り
と
て
、
黒
川
稜
威
臣
が
云
し
な
り
。

「
打
ふ
る
め
き
た
る
公
卿
」
と
謙
遜
す
る
素
当
の
詠
み
ぶ
り
を
、
広
足
が

師
一
柳
の
教
え
を
よ
く
会
得
し
た
「
調
を
ゝ
し
く
た
け
高
」
き
歌
風
と
評

す
る
点
、
興
味
深
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
彼
ら
が
師
事
し
た
長
瀬
真
幸
は
、
大
詢
院
五
十
回
忌
の
一

年
前
、
天
保
六
年
五
月
に
没
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
五
十
首
に
は
そ
の

娘
沢
子
の
詠
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
真
幸
没
後
の
門
下
た
ち
の
交
遊
の
模

様
が
う
か
が
え
る
。

　

小
山
武
岑
（
門
喜
）
は
真
幸
門
で
、
著
述
に
『
参
考
細
川
系
図
』『
富

士
日
記
』
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
大
石
真
麿
（
鳳
兮
）
と
と
も
に
『
参
考

細
川
系
図
附
録
』
四
巻
を
編
纂
し
た
。

　

横
田
厳
正
は
、
真
幸
の
門
と
な
り
、
川
別
と
号
し
た
。『
肥
後
先
哲
偉

蹟
』
に
、

　
　

歌
を
よ
み
、
最
も
古
風
を
好
み
、
世
に
二
条
家
風
と
唱
へ
て
、
歌
の

体
い
や
し
く
、
正
調
を
乱
り
、
古
風
を
失
ふ
を
憂
ひ
、
常
に
子
弟
を

誘
ふ
に
は
、
歌
を
よ
ま
む
と
思
は
ゞ
、
万
葉
集
の
歌
は
、
皆
々
暗
記

し
居
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
と
い
は
れ
居
た
り
と
ぞ
。

と
あ
る
よ
う
に
、「
二
条
家
風
」
を
痛
烈
に
批
判
し
、
万
葉
調
を
重
ん
じ

た
。
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
五
月
の
『
月
百
拾
番
歌
合
』（
国
立
国
会

図
書
館
）
は
広
足
を
判
者
と
し
、
横
田
厳
正
、
安
田
貞
路
、
木
原
楯
臣
、

岩
部
（
岩
崎
）
春
蔭
、
臼
杵
秋
房
（
臼
杵
亭
助
）
の
歌
が
並
ぶ
が
、
彼
ら

の
名
も
ま
た
五
十
首
の
な
か
に
確
認
さ
れ
る
。

　

木
原
楯
臣
（
楯
太
）
も
真
幸
門
で
あ
る
。
天
保
三
年
に
父
と
と
も
に
江

戸
に
行
き
、
伴
信
友
や
高
島
千
春
、
本
居
内
遠
ら
と
親
交
を
持
っ
た
。

『
阿
蘇
紀
行
』『
国
風
雅
』『
肥
後
家
つ
と
』
な
ど
の
著
述
の
ほ
か
、
有
職

故
実
に
詳
し
く
、
殊
に
古
代
武
具
に
関
す
る
考
証
を
能
く
し
た
。『
肥
後

先
哲
偉
蹟
』
に
小
山
多
乎
理
（
川
景
）
が
語
っ
た
と
さ
れ
る
面
白
い
逸
話

が
載
る
。

　
　

楯
臣
翁
或
年
江
戸
に
行
途
次
、
伊
勢
参
宮
せ
ら
れ
、
本
居
内
遠
を
訪

は
れ
し
に
、
折
し
も
其
子
豊
穎
氏
、
未
十
四
五
歳
ば
か
り
な
る
を
、

父
内
遠
、
肥
後
よ
り
珍
し
き
御
客
見
え
た
り
、
御
話
を
承
は
れ
よ
と
、

其
座
に
召
れ
し
に
、
翁
熊
本
へ
の
土
産
に
、
一
首
給
へ
、
余
は
歌
に

武
器
を
詠
込
の
が
、
大
好
で
あ
る
、
君
も
其
心
に
て
よ
み
て
給
へ
と

云
れ
し
か
ば
、
豊
穎
氏
は
少
し
考
て
、
筆
を
執
り
、
短
冊
に
書
て
与

へ
ら
る
る
歌
、

　
　
　
　

武
士
の
心
々
に
取
鎧
ふ
春
の
小
桜
夏
の
卯
の
花
取
鎧
ふ
一
に
心
の
色

も
見
え
る
哉
に
作
る

　
　

と
あ
り
け
れ
ば
、
翁
は
閉
口
し
て
、
其
才
を
感
じ
、
自
身
の
歌
は
得
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見
せ
ず
し
て
、
其
侭
返
ら
れ
き
と
、
小
山
多
乎
理
翁
の
話
と
。

楯
臣
は
本
居
内
遠
と
そ
の
子
豊
穎
に
自
分
は
武
具
を
歌
の
な
か
に
詠
み
込

む
の
が
好
き
だ
と
得
意
げ
に
話
し
た
と
い
う
。
こ
の
逸
話
が
物
語
る
よ
う

に
、
実
際
に
彼
は
さ
ま
ざ
ま
な
武
具
を
詠
ん
だ
歌
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
、

五
十
首
に
み
え
る
「
信
象
」（
狩
野
藤
太
）
は
楯
臣
の
弟
で
あ
る
。

　

和
田
厳
足
（
震
七
郎
）
も
ま
た
真
幸
の
門
で
、
広
足
の
友
で
あ
っ
た
。

そ
の
歌
風
に
つ
い
て
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』
に
は
、

　
　

翁
の
詠
歌
は
、
最
も
古
調
を
好
み
、
又
長
歌
に
た
く
み
な
り
。
思
想

豊
富
に
て
、
筆
を
と
ら
る
れ
ば
、
佳
句
妙
節
、
口
を
つ
い
て
出
て
、

数
百
首
の
長
歌
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
成
れ
り
と
云
。

と
あ
る
。
藩
よ
り
た
び
た
び
咎
を
蒙
り
、
そ
の
身
は
聊
か
不
遇
で
あ
っ
た

よ
う
だ
が
、
詩
歌
を
よ
く
し
、

　
　

い
づ
れ
も
、
遠
く
万
葉
以
上
に
、
さ
か
の
ぼ
れ
る
古
調
を
、
自
由
に

よ
ま
れ
た
る
、
実
に
達
者
と
云
べ
し
。

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
万
葉
的
な
「
古
調
」
を
宗
と
し
た（
５
）。
歌
集
や
和

歌
に
関
す
る
著
述
と
し
て『
厳
足
歌
集
』『
加
難
陳
百
首
擬
歌
合
引
』『
二
十

日
草
』
が
あ
る
。

　

な
お
、『
鰒
玉
集
』に
入
集
す
る
肥
後
歌
人
を『
鰒
玉
集
作
者
姓
名
録
』（６
）

に
よ
っ
て
掲
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
（
追
悼
五
十
首
に
確
認
さ
れ
る
歌

人
を
ゴ
シ
ッ
ク
で
示
し
た
）。

　
　
真
幸
　
　
肥
後
熊
本
　

家
士
　
　
長
瀬
七
郎
平

　
　
広
足
　
　
肥
後
熊
本
　

住
長
崎
　
中
島
太
郎

　
　
素
当
　
　
肥
後
　

家
士
　
　
　
　
本
間
忠
助

　
　
武
室
　
　
肥
後
　

家
士
　
　
　
　
長
瀬
助
十
郎

　
　
隆
輝
　
　
肥
後
阿
高
　
　
　
　
　

高
瀬
文
平

　
　

正
澄　
　

肥
後
益
城
郡　
　
　
　

岩
崎
淳
平

　
　
伊
豆
足
　
肥
後
　
　
　
　
　
　
　

和
田
震
七
郎

　
　

松
濤　
　

肥
後
熊
本　
　
　
　
　

神
宮
寺

　
　

春
栽　
　

肥
後　
　
　
　
　
　
　

古
山
常
助

　

追
悼
五
十
首
に
は
社
人
た
ち
も
詠
進
し
て
い
る
。
二
四
番
歌
に
は
「
藤

崎
社
人
宗
尹 

行
藤
長
門
守
」
と
あ
り
、
次
い
で
、
吉
永
秀
俊
（
伊
予
助
）

と
そ
の
息
子
千
秋
（
秀
和
）
の
名
が
並
ぶ
。「
藤
崎
社
」
は
藤
崎
八
旛
宮

の
こ
と
。
彼
ら
は
真
幸
・
広
足
の
門
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
後
に
は

「
祇
園
社
人
充
詮 

吉
経
右
近
」、
さ
ら
に
「
木
原
村
社
人
一
雄 

神
田
権
之

兵
衛
」
の
歌
が
続
く
。「
祇
園
社
」
は
熊
本
市
西
区
に
あ
る
北
岡
神
社
、

「
木
原
村
社
」
は
熊
本
市
南
区
の
木
原
山
麓
に
建
つ
六ろ
く

殿で
ん

神
社
で
、
い
ず

れ
も
細
川
歴
代
藩
主
と
所
縁
の
深
い
神
社
で
あ
る
。

　

巻
末
歌
が
広
足
の
詠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
追
悼
五
十
首
を
と
り
ま

と
め
た
の
は
広
足
で
あ
っ
た
と
推
さ
れ
る
。
末
尾
に
、

　
　

吉
永
千
秋
大
人
に
こ
ひ
て
う
つ
し
ぬ　
　

河
島
豊
秋

と
あ
り
、
藤
崎
八
旛
宮
祠
官
の
吉
永
千
秋
の
所
持
本
を
河
島
豊
秋
が
写
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
河
島
豊
秋
は
、
現
在
熊
本
市
に
あ
る
舒

文
堂
河
島
書
店
の
河
島
家
第
二
代
当
主
で
あ
る
。

　

い
ま
だ
詳
ら
か
で
な
い
人
物
も
多
い
が
、
中
島
広
足
を
は
じ
め
、
長
瀬

真
幸
の
門
を
中
心
と
す
る
近
世
後
期
の
肥
後
文
化
圏
の
人
々
が
名
を
連
ね
、

ま
た
細
川
家
と
彼
ら
と
の
文
化
的
な
繋
が
り
が
う
か
が
え
る
点
で
貴
重
で
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あ
り
、
こ
こ
に
翻
刻
紹
介
す
る
。

【
注
】

（
１
）
本
文
の
引
用
は
、
宇
野
東
風
編
『
本
間
素
当
歌
集
』（
藤
井
操
、
一
九
三
四
年
）

に
よ
る
。

（
２
）
武
藤
厳
男
編
『
肥
後
先
哲
偉
蹟
』（
隆
文
館
、
一
九
一
一
年
）。

（
３
）
長
瀬
真
幸
に
つ
い
て
は
、
白
石
良
夫
『
江
戸
時
代
学
芸
史
論
考
』（
三
弥
井
書
店
、

二
〇
〇
一
年
）
に
詳
し
い
。

（
４
）
熊
本
図
書
館
編
『
明
治
以
前
肥
後
人
著
述
目
録
』（
熊
本
図
書
館
、
一
九
三
五
年
）

参
照
。

（
５
）
和
田
厳
足
に
つ
い
て
は
、
弥
富
破
摩
雄
『
和
田
厳
足
と
其
の
家
集
』（
古
今
書
院
、

一
九
二
六
年
）、
同
『
勤
皇
歌
人
和
田
厳
足
』（
文
松
堂
書
店
、
一
九
四
四
年
）
に
詳

し
い
。

（
６
）
中
澤
伸
弘
・
宮
崎
和
廣
編
『
類
題
和
歌 

鰒
玉
・
鴨
川
集 
三
』（
ク
レ
ス
出
版
、

二
〇
〇
六
年
）。

※
本
稿
は
、
科
研
費
・
基
盤
研
究（
Ｃ
）18K

00306

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

凡
例

⑴ 

漢
字
は
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。

⑵ 

序
に
は
句
読
点
を
付
し
た
。

⑶ 

和
歌
に
は
通
し
番
号
を
付
し
た
。

翻
字

　
　

来
申
九
月
、
大
詢
院
様
五
十
回
御
忌
被
為
当
候
処
、
就
君
様
思
召
之

旨
被
為
在
、
於
京
都
者
当
末
九
月
御
取
越
御
法
事
御
執
行
被
仰
付
、
和

歌
御
勧
進
、
御
家
中
志
有
之
面
々
ニ
も
奉
悼
之
歌
差
上
候
様
、
被
仰
付

候
歌
。

　
　

但
、
御
題
者
不
被
下
、
懐
旧
ニ
秋
之
心
を
よ
せ
詠
候
様
、
被
仰
付
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
澄　
岩
崎
平
四
郎

１
お
ふ
け
な
く
む
か
し
を
し
の
ふ
長
月
の
袖
の
時
雨
も
ふ
り
に
こ
そ
ふ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

素
当　
本
間
忠
助

２
五
十
年
の
秋
も
経
に
け
る
御
恵
の
あ
ま
れ
る
露
を
袖
に
懸
つ
ゝ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞
弘　
村
井
多
治
満

３
夢
と
の
み
あ
は
れ
い
そ
ち
の
秋
を
へ
て
昔
な
か
ら
の
袖
の
し
ら
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
岑　
小
山
門
喜

４
ふ
り
し
世
に
か
は
ら
ぬ
夜
半
の
月
影
と
お
も
へ
は
や
と
る
袖
そ
露
け
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
朗　
岩
崎
物
部

５
と
や
ま
し
た
か
く
や
ま
し
た
と
か
し
こ
く
も
昔
の
秋
を
月
に
と
は
ゝ
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
別　
横
田
勘
左
衛
門

６
千
五
百
秋
て
ら
さ
ん
月
の
中
空
に
雲
か
へ
り
に
し
い
に
し
へ
お
も
ほ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
麿　
大
石
十
郎
右
衛
門

７
こ
の
比
と
お
も
ひ
し
こ
と
も
い
つ
の
ま
に
い
や
と
ほ
さ
か
る
秋
そ
か
な
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

厳
足　
和
田
震
七
郎
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８
む
か
し
思
ふ
袖
の
う
へ
に
大
方
の
秋
に
し
も
似
す
置
露
や
な
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
宝　
長
瀬
助
十
郎

９
あ
さ
ち
ふ
に
置
白
露
も
そ
の
か
み
の
秋
よ
り
後
や
し
け
く
有
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

隆
輝　
高
瀬
文
平

10
い
に
し
へ
の
秋
を
し
の
ふ
る
心
を
も
そ
ら
に
し
も
て
か
雁
は
な
く
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

景
五　
興
津
栄
喜

11
き
へ
か
へ
り
む
か
し
の
秋
を
し
の
ふ
か
な
露
の
や
と
り
の
虫
の
声
〳
〵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞
友　
永
松
民
熊

12
露
の
世
は
あ
は
れ
こ
て
ふ
の
夢
と
の
み
聞
し
む
か
し
の
秋
を
し
そ
お
も
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秀
宗　
松
本
尺
右
衛
門

13
ほ
し
あ
へ
ぬ
し
つ
か
袂
の
露
の
ま
に
い
つ
か
五
十
年
の
秋
も
へ
に
け
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
之　
天
野
又
左
衛
門

14
秋
ふ
か
き
あ
は
れ
は
わ
き
て
虫
の
音
も
昔
忍
ふ
の
草
に
鳴
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

董
敦　
谷
小
左
衛
門

15
こ
し
か
た
は
夢
の
間
な
れ
や
長
月
の
昔
の
秋
も
き
の
ふ
思
ふ
耳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

実
一　
能
勢
喜
伝
次

16
過
し
秋
の
月
の
光
も
今
は
た
ゝ
昔
を
忍
ふ
つ
ま
と
こ
そ
な
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
茂　
城
卯
七
郎

17
移
り
行
世
を
し
忍
へ
は
月
見
て
も
我
身
の
秋
は
お
も
は
さ
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞
路　
安
田
市
助

18
お
ふ
け
な
く
し
の
ふ
昔
の
秋
よ
り
や
あ
は
れ
そ
さ
り
て
月
も
澄
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
景　
小
山
市
太
郎

19
秋
風
は
は
ら
ひ
も
あ
へ
す
雲
霧
に
月
の
か
ゝ
り
し
昔
を
そ
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
岑　
岩
崎
武
一
郎

20
照
月
の
影
は
か
は
ら
て
露
し
も
の
秋
の
み
い
と
ゝ
と
ほ
さ
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
郷　
黒
川
藤
次
郎

21
託
麻
野
に
鳴
な
る
む
し
の
ね
も
こ
ろ
に
む
か
し
を
忍
ふ
け
ふ
に
も
有
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

厳
子　
島
田
四
郎
右
衛
門
妻

22
秋
風
の
さ
む
き
夜
く
た
ち
空
澄
て
昔
忍
へ
と
月
は
て
る
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
長
瀬
真
幸
娘
沢
子　
浦
上
瀬
兵
衛
妻

23
過
し
よ
の
秋
を
し
の
へ
は
飽
田
野
ゝ
草
の
袂
も
露
そ
こ
ほ
る
ゝ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
崎
社
人
宗
尹　
行
藤
長
門
守

24
と
ほ
さ
か
る
昔
の
い
と
ゝ
し
の
は
れ
て
う
ら
ふ
れ
に
け
り
秋
の
夕
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
秀
俊　
吉
永
伊
予
助

25
露
し
く
れ
ふ
り
に
し
秋
を
忍
て
や
夢
野
の
鹿
の
音
に
も
鳴
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
俊
男
秀
和　
吉
永
兵
衛

26
い
つ
し
か
と
秋
も
ふ
け
野
の
村
時
雨
ふ
り
し
む
か
し
の
し
の
は
る
ゝ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祇
園
社
人
充
詮　
吉
経
右
近

27
月
は
な
ほ
そ
の
月
影
の
廻
り
来
て
昔
の
秋
そ
し
の
は
れ
に
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
原
村
社
人
一
雄　
神
田
権
之
兵
衛

28
な
か
め
つ
ゝ
む
か
し
を
か
け
て
し
の
ふ
る
も
心
つ
く
し
の
秋
の
月
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

克
之　
浦
島
大
和

29
お
ふ
け
な
く
む
か
し
を
し
の
ふ
袖
の
上
に
置
こ
そ
そ
は
れ
秋
の
夕
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

健
貫　
江
上
貞
助

30
松
高
み
吹
秋
風
の
音
に
の
み
聞
も
か
し
こ
き
昔
を
そ
お
も
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
世　
武
田
茂
熊　
文
平
改
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31
秋
風
に
夕
の
空
を
行
雲
の
過
て
か
へ
ら
ぬ
む
か
し
を
そ
お
も
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盾
臣　
木
原
英
太　
楯
太

32
大
方
の
秋
の
夕
の
か
な
し
き
に
む
か
し
を
さ
へ
も
か
け
て
し
の
ひ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芳
春　
市
野
内
蔵
太

33
行
め
く
る
月
の
影
に
し
な
ら
ひ
な
は
し
の
ふ
其
世
の
秋
も
か
へ
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
象　
狩
野
次
郎　
藤
太

34
む
か
し
お
も
ふ
秋
の
夕
の
露
け
き
に
あ
は
れ
を
そ
ふ
る
初
雁
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
蔭　
岩
崎
熊
太
郎　
山
ノ
井
典
太

35
秋
の
夜
の
く
ま
な
き
月
に
む
か
ひ
て
も
過
し
む
か
し
の
し
の
は
る
ゝ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
秋　
長
尾
喜
角　
松
蔵

36
く
ま
も
な
き
月
の
み
か
け
を
な
か
む
れ
は
昔
の
秋
を
お
も
ほ
ゆ
る
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堅
磐　
沼
津
亀
之
近

37
露
し
も
の
秋
の
あ
は
れ
も
打
そ
ひ
て
昔
を
し
の
ふ
け
ふ
に
や
は
あ
ら
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
長　
平
江
養
寿

38
い
く
秋
も
か
は
ら
ぬ
月
の
影
み
れ
は
い
と
ゝ
む
か
し
の
し
の
は
れ
そ
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
道　
平
村
俊
蔵

39
と
り
さ
へ
も
昔
の
秋
や
し
の
ふ
ら
ん
鳴
音
か
な
し
き
天
つ
か
り
か
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

求
巳　
矢
野
久
之
允

40
雲
霧
に
隔
こ
し
世
の
月
影
を
今
も
し
た
ひ
て
雁
は
鳴
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弘
道　
島
田
浪
之
助

41
長
月
の
そ
の
い
に
し
へ
そ
し
の
は
る
ゝ
初
雁
金
の
鳴
渡
る
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

幸
雄　
佐
藤
喜
兵
衛

42
い
に
し
秋
の
恵
の
露
を
お
も
ふ
に
は
今
も
袂
そ
ひ
ち
ま
さ
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
渕　
久
米
郡
太
郎

43
秋
野
の
草
な
ら
な
く
に
昔
思
ふ
袖
に
も
つ
ゆ
の
置
そ
は
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
行　
島
田
源
次
郎

44
飽
田
野
の
草
葉
に
あ
ま
る
露
な
れ
や
昔
を
し
の
ふ
袖
重
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
海　
山
田
市
郎
右
衛
門　
市
兵
衛

45
久
方
の
雲
井
を
わ
た
る
か
り
か
ね
も
む
か
し
の
秋
や
こ
ひ
て
な
く
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
崎　
臼
杵
曽
茂
右
衛
門　
亭
助

46
ひ
さ
か
た
の
空
行
月
に
問
ひ
て
ま
し
遠
き
む
か
し
の
秋
の
あ
は
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
宣　
萩
原
喜
三
郎

47
草
む
ら
に
す
た
く
虫
さ
へ
ね
に
そ
な
く
む
か
し
を
忍
ふ
秋
の
夕
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
倫　
真
鍋
治
郎
右
衛
門

48
月
の
中
の
か
つ
ら
も
見
え
す
長
月
の
時
雨
ふ
り
に
し
む
か
し
お
も
へ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

英
誉　
伊
津
野
普
蔵

49
天
津
空
仰
も
た
か
き
月
か
け
に
む
か
し
の
秋
を
か
け
て
こ
ひ
つ
ゝ

　
　
　

追
加　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
太
郎
広
足

50
い
に
し
へ
を
忍
ふ
夕
の
秋
の
露
袖
に
か
く
る
も
か
し
こ
か
り
け
り

　
　
　

以
上
五
十
首

　
　

吉
永
千
秋
大
人
に
こ
ひ
て
う
つ
し
ぬ　
　

河
島
豊
秋

（
ひ
だ
か　

あ
い
こ
／
熊
本
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
部
）


	表題
	解題
	【注】
	凡例
	翻字

